
国際ロータリー第 2550 地区 

黒 磯 ロ ータ リ ー ク ラ ブ 会 報 
会  長：荒牧明二 幹  事：安藤讓治 
事務局：食健サロンゑゑ塩梅 
    代表 安藤讓治 
   〒325-0055 那須塩原市宮町2-8 
   TEL:0287-73-5101・FAX:0287-73-5102 
   E-mail:hideki_akiba@akibacorp.com 
例  会：国民の祝日を含まない週の水曜日 
             12:30 – 13:30 
    割烹石山  那須塩原市本町 5-5 
 

第2938回 荒牧年度 第9回例会会報 2021-10-13 司会村山茂君 

欠席の場合は前日 9 時 30 分までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子） 
                          メール  qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp 

出席報告  出席委員会泉道夫 君 （出席規定の免除会員数7名） 

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率 

本日 10月13日 37（7） 32（7） 5（1） 88.9％ 0 

前回 9月29日 37（7） 37（7） 0（0） 100％ 0 100％ 

 
国際ロータリー会長：シェカール・メータ 
第 2550 地区ガバナー： 石田順一 
事務所：〒321-0945 宇都宮市宿郷5-21-15 
      ベルヴィ宇都宮内 
      TEL：028-651-2550 
      FAX：028-651-2551 
      E-mail: m2550@agate.plala.or.jp  
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 会長挨拶 荒牧明二会長 

 皆さんこんにちは、ご機嫌如何でしたでしょうか、
一日も早く対面での例会を開きたいと思っていま
した。 

 新聞に依りますと、栃木県独自の県南地域に
出されていた蔓延防止条例も10月14日をもちす
べて解除になり、時短営業も解除になるそうです。   

 良かった反面これからは、自分で自分を守って
生活をして行くことになります。手洗、うがい、マ
スクの着用等々。最小限のルールを守って下さ
い。 

 早いもので会長を拝命し3ヶ月が過ぎました。
今日は、年度初めに計画しましたマニフェストの
中間報告をしたいと思います。 

 2021-2022年度国際ロータリークラブ会長シェ
カール・メータ氏は「奉仕しよう みんなの人生を
豊かにするために」をテーマに掲げ、目標に「会
員を増やしてロータリーの参加者基盤を広げる」
「世界に奉仕してより大きなインパクトをもたら
す」を掲げました。 

 また、第2550地区石田順一ガバナーは「未来
のクラブを描きましょう」をテーマとし、「増強は最
大の社会貢献である。ロータリー奉仕デーの実
施」を掲げました。 

 これらを踏まえて、2021～2022年度、黒磯
ロータリークラブは、会員増強2名、例会の充実、
親睦行事の充実。創立60周年記念事業の開催
をしてまいります。 

 昨年からの新型コロナウイルス感染発症の蔓
延により、会員同士の親睦もままならず、一日も
早く終結し､楽しい親睦が出来ますように。 

 奉仕と増強の実践により楽しいクラブ作り、更
なる活性化と魅力あるクラブづくりに勤めてまい
ります、と決意を述べ、以下7つの計画を発表し
ました。 

 

1. 例会の充実 楽しい親睦行事の実施 

2. 奉仕活動の充実 全会員の参加 

3. 会員増強 純増2名 

4. 米山記念奨学会19,000円/1人 

5. ロータリー財団の寄付目標達成US180＄/ 
1人（財団 ＄150+ポリオ･プラス＄30） 

6. 創立60周年記念事業に向けて 

7. ハイブリッド例会の推進   

 

1. 例会 楽しい親睦行事の充実について 

   外来卓話者をお願いしておりますが、今日
含め現在3名の方に卓話して頂きます。これ
からも各種分野の方へ外来卓話を御願いし
ます。また状況によりますが、他クラブと交流
例会も模索して行きます。 

   昨年来夜間例会が出来ませんでした。今年 

  は実行したいと思いっていましたが10月6日  
は中止になりました。 

   先日の理事役員会に於いて11月17日のク
ラブ史料委員会の卓話の予定でしたが大島
委員長に了解を頂き夜間例会を開くことにな
りました。実施するには、コロナの蔓延状況
に十分注意をし、判断してまいります。 

2. 「ロータリー奉仕デーの実施」について 

   インターアクトのメンバーと連携を執り清掃 
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委員会報告 稲垣政一副会長 

 委員会報告をお持ちの方は挙手願います。 

  

〇鈴木隆子青少年奉仕委員長 

 青少年奉仕委員会よりご報告いたします。 

 8月に行われましたインターアクト年次大の時
の石井晴夫先生によります基調講演のDVDが 

  

〇髙木茂会計 

〇田中徹60周年実行委員会委員長 

 10月分口座引き落としの件。10月20日に口座
より引き落としさせていただきますのでよろしくお
願いいたします。 

 米山記念奨学会特別寄付 15,000円 

 ロータリー財団寄付 130ドル 14,560円 

 長崎・佐賀豪雨災害支援金  1,000円 

 熱海豪雨災害支援金      1,000円 

 ゴルフ愛好会年会費 ゴルフ会員 10,000円 

 旅行会積立金（9月～12月）旅行会会員 
12,000円 

 

 緊急事態宣言も解除されこのまま行けば来年
４月１３日に予定されております記念事業も開催
できそうです。近々に実行委員会を開催し組織  

   活動や、足尾の植樹会等に多くの会員の参 
加を目指して行きます。 

3. 会員増強は純増2名を掲げました。 

    現在のところ入会ゼロの状況です。増強
は最大の社会貢献です。今年度の会員増
強は純増2名を達成したいと思います。     

    来年4月のクラブ60周年記念式典までに
増強3名を達成し会員総数40名で式典を迎
えたいと思います。皆様宜しくお願いします。 

4. について。 

    例年通りです。10月中に納金になります。 

5. について。 

    例年通りです。10月中に納金になります。 

6.  クラブ創立60周年記念式典について。 

    大島年度に行う行事でしたが、新型コロナ
感染症の為、出来ず。荒牧年度に順延にな
りました、来年4月に予定をしています。田
中実行委員長はじめ役員の皆様にご苦労
をおかけしますが、宜しく御願いします。 

7. ハイブリッド例会について。 

 IT委員会の髙木慶一委員長をはじめ、委
員の方々の協力を頂き、今年度8回の例会
の内5回をオンライン(Zoom)で行ないまし
た。Max28名の参加をして頂きました。 

 

 これからもコロナの状況を考慮してオンライン
での例会を行なってゆきます。 

 以上が第1回の荒牧年度のマニフェストの報告
になります。これからも目標を達成する為に、皆
様の協力を得ながら、実行してゆきます。これか
らも順次報告させていただきます。 

 以上で会長挨拶を終わります。皆さん有難うご
ざいました。 

出来上がりました。費用はロータリーの会費から
捻出していただきましてありがとうございました。 

 枚数は50枚ですが、各インターアクトクラブと
各ロータリクラブにお配りする分を黒磯高校に寄
贈させていただきます。約20枚位残る予定です。 

 黒磯ロータリークラブの皆様にも是非ご覧いた
だきたいと思っています。 

 どのような形がとれますか委員会で相談致しま
してご連絡させて頂きたいと思います。 

 どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。 

 ご協力ありがとうございました。 
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9月結婚祝い 大島会員 泉会員 

9月誕生祝い 永山会員 渡辺会員 

ガバナー懇談会 

 9月29日、ガバナーと会長・幹事との懇談会が
ありましたので報告いたします。 

 懇談会でガバナーからは、 

   社会奉仕活動に関して、シェカールメータＲＩ
会長もロータリー奉仕デーの計画、開催を勧
めていますが、茨城の2820地区の環境保
全・保護を目的とした海岸清掃活動が、市民
を巻き込み世界中に広がりをみせていること
を例に、ぜひ市民を巻き込んだ活動を企画し
て下さい。 

 真岡ＲＣでも周年事業の際に会員増強を勧め
ていることを例に挙げ、60周年事業を契機に
会員40名を目指して、積極的に会員増強をし
て下さい。 

 月に一度は4つのテストを皆で唱和して下さ
い。 

 クラブセントラルへの登録をお願いします。 

 等の話を頂きました。 

 

編成を行い皆様にお知らせ致しますので是非と
もご協力をお願い致します。  

 尚、前年は簡素化した開催を検討致しました
が安全を考慮し次年度開催と致しました。 

 コロナ禍の第６波、第７波が来ないことを願い
全会員を組織に組み込みますので宜しくお願い
致します。 

幹事報告 安藤譲治幹事 

 理事役員会 

 9月29日の例会終了後、ＺＯＯＭにて第6回理
事役員会が開催されました。 

 10月の例会について、13日の例会より対面
で開催することで承認。 

 例会の休会・再開の目安について、栃木県
のステージレベルと緊急事態宣言等の発令
状況をみて、再度審議する。 

 11月プログラムについて、10日は渡辺美知
太郎市長の外来卓話。17日は夜間例会とす
ることで承認。 

 フードバンクへの寄付について、1万円を寄
付する事で承認されました。 

 幹事報告 

 ガバナー事務所より、2020-21年度例会プロ
グラム集が届きました。鳥居輝一プログラム
委員長に転送いたしました。 

 米山記念奨学会より、2020年度の決算報告
書が届いています。現在回覧しています。 

 国際交流協会より、国際交流だよりが届いて
います。現在回覧しています。 

結婚祝い/誕生祝い 9月 10月 
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鈴木久雄会員  10月5日栃木労働局長より   
局長表彰いただきました 

永山三芳会員   例会再会おめでとうございま 
す 

植竹一裕会員   皆さんお久しぶりです 

秋間忍会員     変則的ながらなんとかすべ
ての運動会をやることができ
ました 

卓話 井出法社会奉仕委員長 

 本年度、社会奉仕委員会委員長を仰せつかり
ました井出です。 

 委員会メンバーは、副委員長に北畠大輔さん、
委員に鈴木隆子さん、平山博さん、計4名です。 

活動内容等、7月の新年度計画発表時にご報告
をさせて頂いてますので割愛させていただきま
すが、基本的に、今般迄黒磯RCで継続してきた
各種社会奉仕活動を継続して行っていくこととし
ています。よろしくお願いします。 

 本日の卓話につき、お客様のご紹介をさせてい
ただきます。 

 医療法人 聖慶会 せきぐち歯科医院  

理事長 関口 敬人（セキグチ タカヒト） 様です。 

黒磯高校卒業後、「松本歯科大学歯学部」へ入
学、1998年「歯科医師免許所得」、卒業後同大
学の「歯科矯正学講座」に入局、2002年地元 

ニコニコボックス              
北畠大輔スマイルボックス委員 

10月結婚祝い 秋間会員 北畠会員 

10月誕生祝い 髙木慶一会員 相馬会員 

10月結婚祝い 村山会員 相馬会員 

片田航介会員  リアルでの例会の再開おめで  

           とうございます 

佐藤博会員    誕生祝いありがとうございます 

泉道夫会員    結婚記念の御祝ありがとうご   

           ざいます 

井出法会員   関口先生北島様本日はお越し
頂きありがとうございます 

瀧田雅仁会員  対面例会の再開を祝して 
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次回例会  令和3年10月20日  担当米山記念奨学会 

近隣クラブ例会日 近隣クラブ例会日 

〇火曜日  西那須野/いとう屋 0287-36-0028 ○木曜日  大田原/ホテル花月 0287-54-1105 

○木曜日  大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165 ○金曜日  黒羽/ホテル花月 0287-54-1105 

10月13日 欠席者（敬称略） 荒井昌一 時庭稔 
吉光寺政雄 秋葉秀樹 戸野俊介 

前回9月29日分メークアップ(敬称略) 
 無 

会報委員会：吉光寺政雄・鳥居輝一・髙木慶一・瀧田雅仁・藤﨑善隆 

 「ハローアルソン フィリピン医療ボランティア
活動」を2004年より行っている。名前の由来
は、マニラスラムのアルソン君、当時前歯4本
以上が虫歯となり治療もできずすべてを抜か
なくてはいけなくなった経験を踏まえ、こう
いった子供達を救うべく活動を始めた。 

 活動理念(4本の柱) 

 現地での歯科医療を中心とした無償の奉仕
活 動歯ブラシ・タオル・固形石鹸などの物資
支援活動世界の貧困問題を通じ、自らの生
活を見直し「真の豊かさ」について考える次
世代を担う高校生の参加により、真の国際平
和と国際貢献について考えてもらう。 

 当初は23名から始まった活動が、現在約
150名前後での活動となっている。 

那須塩原市末広町で「せきぐち歯科医院」開院
2016年「医療法人 聖慶会 せきぐち歯科医院」
開設（現在の上厚埼へ医院を移設）。 

 現在、日本歯科大学大学院歯学研究科 歯科
放射線学講座に在学、東京都太陽歯科衛生士
専門学校非常勤講師治療理念「できるだけ歯を
抜かない治療・歯は命の源」 
 2020年 フィリピン共和国「マニラ・ラハ・ソライ
マン・ロータリークラブ」特別会員でもあります。 

 実は、彼は私の同級生です。同じ40代、日々
歯科医師としての忙しい日々の延長上で、たくさ
んの方々（特に10代20代）と共に、異国の地で
医療ボランティア活動をされています。 

 ここ地元那須塩原の身近なところに、こういっ
たすばらしい活動をしている方がいるということ
を皆様に少しでも知っていただければ幸いです。 

卓話内容は「フィリピン医療ボランティア活動に
ついて」です。 

 以上となります。 

アシスタントの北島様（左） 講師関口様（右） 

 活動はすべて募金や寄付金により成り立って
いる。 

 物資を送るだけだと、末端の本当に必要とさ
れている子供達にまで届かない（大人が搾取
してしまう。）ので、できる限り持参(輸送の場
合は現地の信頼できる機関へ)し、直接皆に
渡すようにしている。 

 フィリピンマニラのロータリアン達にも協力を
いただいている。 

 特に日本の若い世代(10代20代)に積極的な
参加を募り、グローバルな視点を経験しても
らうべく活動としている。 

 現地へは年1回の訪問なれど、年間を通じ支
援物資を送るとともに、報告会も行い皆で活
動を共有している。 

 現在コロナ禍で活動は停止しているが、支援
物資は定期的に輸送・貯蔵しており、2023年
2月より再開を予定。 

 那須塩原各所で募金活動も行っている。歯ブ
ラシや石鹸等の寄付も随時受け付けている
ので、黒磯ＲＣの皆様でもご賛同いただけれ
る方はご協力をお願いしたい。 


